
１　施設名等

２　施設の概要

３　指定管理者

４　委員

５　委員会の開催状況

６　労働環境の点検

７　利用者アンケートの内容や実施方法

８　県のモニタリング方法及び評価結果に対する意見
項目 意見

利用者意見の把握、苦情への対応
　少人数職場であり、実態として誰でも対応できる体制を組んでいるにもかかわらず、県の統
一的な評価基準（対応手順、担当者の明確化）によって評価が低くなるのは適切ではないの
ではないか。

回答者数
　原子力講座（出前講座）：H28 220名、H29 175名、H30 227名、R1 312名
　地域防災研修：H28 64名、H29 35名、H30 44名、R１ 66名

結果
　県の管理運営実績の評価としている受講者の満足度（「良かった」「まあまあ良かった」の全体割合）は、
平成28年度の原子力講座（出前講座）を除き90％を超えており、高評価を得ている。

アンケートの内容や実
施方法に対する意見

　アンケートの意見欄に「難しくてわからない」という回答が一定数あるので、そのような回答がなくなるよう
に工夫しながら研修等を実施してもらいたい。

労働時間管理
　就業規則、時間外・休日労働命令簿、出勤簿等で客観的に労働時間が把握できる時間管理を行ってい
る。
　アクシデントも考慮し、長岡労基署へ36協定及び１年単位の変形労働時間制に関する協定届提出済

賃金等
　賃金台帳作成済（最低賃金クリア）
　労働者全員社会保険及び労働保険加入済

実施方法 　原子力講座（出前講座）、地域防災研修受講者へのアンケート

項目 点検結果、意見

労働条件 　（雇用契約書の書式、名称は違うものの）労働条件の決定、変更を通知している。

安全衛生関係 　定期健康診断を受診させている。

開催年月日 場所 内容

令和2年10月27日 新潟県柏崎原子力広報センター 非公募施設における外部評価

　副所長 　千原　美幸 　柏崎市立教育センター

　統括部長 　前田　弘実 　株式会社柏崎コミュニティ放送

　社会保険労務士 　田川　守 　田川労務管理事務所

　教授 　竹園　恵 　新潟工科大学

指 定 期 間 　平成28年４月１日　～　令和３年３月31日　（５年間）

役職 氏名 所属等

　会長 　桑原　保芳 　柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会

http://www.atomuseum.jp/

設 置 年 月 　昭和61年４月

設 置 目 的
（ 主 な 利 用 形 態 ・ サ ー ビ ス 内 容 等 ）

　原子力発電施設周辺の地域住民をはじめ、広く県民に原子力発電、放射線利用など原子力の平和利用
に関する知識の普及啓発を行う。

指 定 管 理 者 　公益財団法人　柏崎原子力広報センター

指定管理者管理施設の外部評価結果について【対象年度：平成28年度～令和元年度】

評価担当課（施設所管課） 防災局　原子力安全対策課

施 設 名 新潟県柏崎原子力広報センター
所在地 柏崎市荒浜１丁目３番32号
電話 0257-22-1896

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL

http://www.atomuseum.jp/


９　評価結果

区分 委員会
評価

Ⅰ 事業 Ａ

Ⅱ 施設管理 Ａ

Ⅲ 財務 Ａ

Ⅳ 管理体制 Ａ

Ⅴ －

Ａ

（総合評価基準）

10　改善に向けた意見・提案

（参考）県の評価状況

H28
年度

H29
年度

H30
年度

R1
年度

Ⅰ 事業 A A A A

Ⅱ 施設管理 A A A A

Ⅲ 財務 B A A A

Ⅳ 管理体制 A A A A

Ⅴ - - - -

（評価基準）

C　（水準を下回る） 各項目の評価点数の平均が0.5未満

S  （水準を上回る） 各項目の評価点数の平均が2.5以上

A　（水準を達成） 各項目の評価点数の平均が1.5以上2.5未満

B　（水準をやや下回る） 各項目の評価点数の平均が0.5以上1.5未満

適切な管理と安全を確保できる組
織・体制となっているか

　組織体制や人員配置は、財団規程等により適切な管理体制と
なっている。また、AEDを設置する等、安全対策も実施している。

その他（任意項目） －

評　定 判定基準

利用促進やサービス向上のため
の取組が行われているか

　令和元年度の来館者数については、秋の天候不順と新型コロナ
ウイルス感染症の影響により目標に達しなかったものの、研修事
業の満足度評価については目標値を達成した。その他、よりニー
ズの高い事業の実施回数増等、計画数を上回る実績を残し、サー
ビス向上の取組みに努めている。

施設、設備及び備品の維持管理・
修繕が適切に行われているか

　施設、設備及び備品は保守点検や日常点検を行い、適切な維
持管理に努めている。また、施設の衛生状態は良好である。

安定的な運営が行われているか
　平成28年度に少額ではあるものの、損失を計上。自治体からの
委託料については概ね横ばいとなっているが、事業に必要なもの
に支出され、計画どおり運営されている。

Ｃ 全ての項目の評価点数の平均が0.5未満

　・　県全体での認知度が低いため、広報施設の存在を広く情報発信できるしくみがあるとよい。
　・　研修等の対象について、柏崎・刈羽地域を中心としながらも、県内全域（30㎞圏内）に広げていくべき。
　・　ホームページがシンプル過ぎる印象があるので、簡単な放射線の話や原子力発電のしくみ等を紹介するといった工夫があって
もよいのではないか。

区分 評価項目
評価

県評価の理由

Ｓ 全ての項目の評価点数の平均が2.5以上

Ａ 全ての項目の評価点数の平均が1.5以上2.5未満

Ｂ 全ての項目の評価点数の平均が0.5以上1.5未満

その他（任意項目）

総合評価
　各委員からの評価が全ての区分において「A」評価となったことから、総合評価
についても「A」とする。

評定 判定基準

－

施設、設備及び備品の維持管理・
修繕が適切に行われているか

安定的な運営が行われているか

適切な管理と安全を確保できる組
織・体制となっているか

評価項目

利用促進やサービス向上のため
の取組が行われているか

委員会評価の理由

　利用者のニーズに合ったもの、回数を計画よりも多く実施することで、サービス向上の
ための取組が行われている。事業の実施については、コロナ禍での実施であることを考
慮した。

　施設、設備及び備品の維持管理・修繕が適切に行われている。

　事業に必要なものに支出され、計画どおり運営されている。

　各法令を遵守し、雇用・労働条件への適切な配慮がなされている。


